
当
社
は
昨
年
十
一
月
の
日
比
谷

（
二
五
五
室
）
に
続
き
本
年
四
月
に

秋
葉
原
（
二
六
〇
室
）
に
新
業
態

の
宿
泊
主
体
型
ホ
テ
ル
「
レ
ム
」

を
開
業
さ
せ
た
。

「
レ
ム
」
は
当
社
が
ホ
テ
ル
専

業
会
社
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
展
開
を

行
う
に
あ
た
り
そ
の
主
軸
に
据
え

よ
う
と
開
発
し
た
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
当
社
は
「
阪
急
ホ
テ

ル
ズ
」「
第
一
ホ
テ
ル
」「
新
阪
急

ホ
テ
ル
」「
ホ
テ
ル
阪
神
」
が
順
次

合
併
し
本
年
四
月
に
現
在
の
社
名

と
な
っ
た
が
、
元
々
第
一
ホ
テ
ル

等
に
よ
り
全
国
で
各
地
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
展

開
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
パ
イ
オ

ニ
ア
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
出
身
の

異
な
る
社
員
が
力
を
合
わ
せ
て
新

し
い
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
を
展
開
し

て
新
た
な
時
代
を
創
ろ
う
と
考
え

「
レ
ム
」
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。当

社
に
は
既
に
幾
つ
か
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
が

存
在
し
た
が
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
を
打
ち
出
す
た
め
に
は
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
が
必
要
と
考
え
、
あ
え

て
「
阪
急
」
も
「
第
一
」
も
付
け

ず
に
「
レ
ム
」
と
し
た
。
開
発
に

着
手
し
た
二
〇
〇
三
年
当
時
は
バ

ジ
ェ
ッ
ト
ホ
テ
ル
が
急
成
長
中
で

あ
っ
た
が
、
単
に
価
格
や
機
能
だ

け
で
な
く
「
顧
客
の
心
理
的
ニ
ー

ズ
や
価
値
的
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
的

確
に
把
握
し
迅
速
に
対
応
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
検
討
に
入
っ
た
。
開
発

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
時
間
の
大
半

を
睡
眠
が
占
め
る
。
従
来
の
ホ
テ

ル
よ
り
も
っ
と
心
地
よ
く
充
実
し

た
眠
り
を
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
提
供

し
た
い
と
い
う
想
い
」
で
中
堅
・

若
手
の
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
コ

ン
セ
プ
ト
を
策
定
し
た
。

「rem
m

」
と
は
「rapid
eye-

m
ovem

ent

」
す
な
わ
ち
「
レ
ム
睡

眠
」「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」
か
ら
の
造

語
で
こ
だ
わ
り
と
メ
リ
ハ
リ
を
求

め
る
二
〇
〜
三
〇
代
の
男
女
を
キ

ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
十
分
な
眠
り

と
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

コ
ン
パ
ク
ト
に
設
計
さ
れ
た
快
眠

デ
ザ
イ
ン
空
間
」
を
提
供
す
る
こ

と
と
し
た
。
基
本
機
能
を
「
快
眠

へ
の
こ
だ
わ
り
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
出
す
る
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
」「
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
機
能
性
の

高
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」

に
集
約
し
、
利
用
し
た
顧
客
が
情

緒
価
値
と
し
て
「
知
的
な
選
択
」

を
し
、「
新
鮮
で
さ
わ
や
か
な
気
分
」

を
得
ら
れ
る
ホ
テ
ル
を
目
指
し
た
。

「
レ
ム
」
は
客
室
と
朝
食
を
提

供
す
る
飲
食
施
設
一
ヵ
所
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
あ
る
。
客
室

の
広
さ
は
シ
ン
グ
ル
で
一
五
㎡
前

後
と
決
し
て
広
く
は
な
い
が
、
バ

ス
タ
ブ
の
必
要
性
を
議
論
し
た
結

果
、
従
来
の
狭
く
閉
鎖
的
な
ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
を
廃
し
、
広
め
で
椅
子

付
の
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
と
し
て
感

触
が
滑
ら
か
で
や
さ
し
く
ソ
フ
ト

な
癒
し
を
体
験
で
き
る
レ
イ
ン
シ

ャ
ワ
ー
を
備
え
、
バ
ス
タ
ブ
が
あ

る
ホ
テ
ル
よ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
出

来
る
様
に
し
た
。
そ
う
す
る
事
で

水
廻
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
し
配

置
の
自
由
度
も
広
が
っ
た
。
同
時

に
こ
の
ブ
ー
ス
と
居
室
部
分
の
壁

仕
切
り
を
ガ
ラ
ス
に
し
、
一
部
客

室
は
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
を
窓
際
に

配
置
し
て
明
る
く
開
放
的
な
空
間

と
し
、
居
室
部
分
は
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
か
ら
変
更
し
た
以
上
に
広
が
り

の
あ
る
空
間
演
出
が
可
能
と
な
っ

た
。
次
に
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス

は
、
固
さ
の
違
う
三
種
類
の
コ
イ

ル
を
配
置
し
人
間
の
部
位
に
よ
る

体
圧
の
違
い
に
対
応
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ポ
ケ
ッ
ト
コ
イ
ル
を
開
発

し
、
快
適
な
眠
り
の
提
供
が
可
能

に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
装
備
も

「
眠
り
」
を
軸
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
や
寝
具
そ
し
て
各
種
ア
メ
ニ
テ

ィ
に
展
開
し
、
テ
レ
ビ
は
三
二
イ

ン
チ
液
晶
を
導
入
し
た
。

当
社
は
、
こ
の
日
比
谷
・
秋
葉

原
の
「
レ
ム
」
を
加
え
、
国
内
四

十
五
ホ
テ
ル
（
首
都
圏
・
近
畿
圏

の
直
営
十
六
ホ
テ
ル
含
む
）
の
チ

ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
を
有
す
る
が
、
今

後
と
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ホ
テ

ル
グ
ル
ー
プ
を
志
向
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。

最
後
に
今
後
の
展
開
だ
が
、
十

二
年
の
新
幹
線
新
大
阪
駅
直
結
の

「
レ
ム
」
が
次
の
計
画
で
あ
る
。
こ

の
新
大
阪
を
手
始
め
に
「
眠
り
」

を
追
求
す
る
「
レ
ム
」
の
展
開
を

全
国
で
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

以
上
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追
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社
長
を
務
め
ら
れ
る
ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ

ッ
ジ
に
入
社
さ
れ
て
か
ら
の
改
革
の

日
々
。
華
や
か
で
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
た

お
話
に
、
会
場
は
拍
手
と
爆
笑
に
つ
つ

ま
れ
た
。
料
飲
部
会
は
新
入
会
員
の
御

紹
介
、
他
の
部
会
に
ま
た
が
る
参
加
も
、

紳
氏
淑
女
、
大
先
輩
も
新
人
も
大
歓
迎

で
す
。
記
念
す
べ
き
次
回
ニ
十
回
例
会

に
、
皆
様
ふ
る
っ
て
御
出
席
下
さ
い
。

さ
て
、
岡
田
会
長
か
ら
あ
の
メ
ー
ル

を
い
た
だ
い
た
た
の
は
、
昨
年
の
十
ニ

月
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
三
月
の

例
会
で
会
長
の
任
期
が
切
れ
る
の
で
、

次
期
会
長
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
旨
、

さ
ら
っ
と
書
い
て
あ
っ
た
。
私
は
困
惑

本
年
三
月
十
二
日
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
の
太
刀
川
記
念
館
に
お
い
て
、
観
光

ク
ラ
ブ
料
飲
部
会
の
第
十
九
回
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
岡
田
会
長
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、
恒
例
の
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
ク

は
今
を
と
き
め
く
ホ
ッ
ピ
ー
ミ
ー
ナ
こ

と
、
ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

副
社
長
石
渡
美
奈
氏
（
平
成
二
年
Ｏ
Ｂ
）

に
お
願
い
し
た
。
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ

活
動
の
事
、
卒
業
後
の
社
会
人
生
活
、

そ
し
て
御
祖
父
が
創
業
さ
れ
御
父
上
が

え
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
次
会
で
は
ゆ
っ
た
り
し
た
客
室
に

場
を
移
し
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て

楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

翌
朝
は
光
り
輝
く
海
を
眺
め
な
が
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
ブ
フ
ェ
を
楽
し
ん
だ

後
、
会
社
に
向
か
う
方
も
あ
れ
ば
休
み

を
取
っ
て
そ
の
後
も
観
音
崎
に
て
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合

に
あ
わ
せ
て
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

│
長
岡
社
長
か
ら

会
員
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
│

《
立
教
観
光
ク
ラ
ブ

特
別
優
待
料
金
の
ご
案
内
》

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
が
ご
利

用
に
な
る
場
合
は
優
待
料
金
に
て
ご
宿

泊
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
、
日
頃
の
疲

れ
を
取
り
に
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）平
日：

一
般
　
一
三
、
〇
〇
〇
円

金
子
文
、秋
山
近
三
、蘆
野
進
、阿
部
慎
二
郎
、

阿
部
行
信
、荒
井
詔
二
郎
、新
谷
菜
々
美
、石

坂
恵
子
、
石
坂
好
一
、
井
出
常
済
、
伊
藤
守
、

井
上
り
え
子
、岩
崎
安
章
、梅
津
治
利
、枝
松

徳
雄
、
大
串
誠
一
、
大
塚
尚
夫
、
大
槻
恒
弘
、

大
野
令
鼓
、岡
本
伸
之
、岡
本
信
義
、小
口
潔

子
、小
野
尚
、香
取
信
三
、川
崎
裕
、菊
地
司
、

木
下
幸
雄
、
木
村
忠
男
、
倉
光
純
、
黒
川
淳
、

黒
須
染
男
、鴻
池
太
郎
、小
掘
真
吾
、佐
藤
厚

生
、塩
見
恭
司
、朱
憲
論
、白
石
純
一
、新
庄

肇
、
菅
原
勇
一
郎
、
武
富
一
男
、
田
辺
義
明
、

鍔
一
郎
、寺
田
幸
子
、寺
田
直
喜
、徳
永
正
宣
、

長
岡
紀
雄
、名
越
隆
雄
、名
越
宗
弘
、西
村
博

之
、根
本
正
利
、長
谷
川（
斉
藤
）さ
き
子
、長

谷
川
順
一
郎
、林
郁
太
郎
、菱
刈
庄
二
、平
尾

彰
士
、
平
岡
健
二
、
深
井
英
治
、
藤
家
省
吾
、

古
山
大
捷
、水
野
啓
次
郎
、三
好
利
和
、薬
師

丸
正
三
郎
、山
元
春
三
、山
本
孝
美
、横
内
恒

雄
、若
林
修

秋
山
近
三
、蘆
野
進
、阿
部
行
信
、石
坂
恵
子
、

石
坂
好
一
、伊
藤
守
、大
野
令
鼓
、岡
本
伸
之
、

小
野
尚
、金
子
文
、黒
川
淳
、小
掘
真
吾
、根

本
正
利
、朱
憲
論
、菅
原
勇
一
郎
、長
岡
紀
雄
、

名
越
隆
雄
、名
越
宗
弘
、平
尾
彰
士
、深
井
英

治
、水
野
啓
次
郎
、山
元
春
三

〜

➡

二
一
二
、〇
〇
〇
円

平成20年2月

平成20年5月
計66名

運
営
基
金

寄
付
者
リ
ス
ト

〜

➡

一
二
〇
、〇
〇
〇
円

平成20年2月

平成20年5月
計22名

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

寄
付
者
リ
ス
ト

料
飲
部
会
レ
ポ
ー
ト

観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
に
て
会
合
を
開

催
し
ま
し
た

二
〇
〇
八
年
二
月
十
七
日（
日
）〜
十

八（
月
）
一
泊
二
日
に
て
長
岡
紀
雄
氏

（
昭
57
法
卒
）が
社
長
兼
総
支
配
人
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
観
音
崎
京
急
ホ
テ

ル（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）に
お
い
て
勉

強
会
・
交
流
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

一
三
名
の
参
加
者
は
、
早
春
の
三
浦

半
島
の
穏
や
か
な
陽
ざ
し
の
中
、
思
い

思
い
の
時
間
に
ホ
テ
ル
に
到
着
、
二
年

前
に
開
業
し
た
人
気
の
ス
パ「SPA

SSO

」

で
三
浦
沖
海
洋
深
層
水
の
露
天
風
呂
や

サ
ウ
ナ
へ
。
女
性
陣
は
ア
ジ
ア
ン
ヒ
ー

リ
ン
グ
ス
パ「
ア
ユ
ア
ラ
ン
」で
の
エ
ス

テ
を
楽
し
ん
だ
り
、
近
隣
の
美
術
館
を

散
策
す
る
な
ど
寛
い
だ
日
曜
の
午
後
を

過
ご
し
ま
し
た
。

十
八
時
よ
り
長
岡
社
長
に
よ
る
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
観
音
崎
京
急

ホ
テ
ル
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
経
営
を
取
り
巻
く
様
々
な

課
題
へ
の
氏
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
癒
し
の
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
英

知
と
創
意
工
夫
を
結
集
し
た
諸
施
策
に

よ
り
順
調
に
改
善
が
進
む
様
子
を
生
々

し
い
現
場
の
事
例
と
と
も
に
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
三
浦
半
島
の
自
然
を
ふ
ん

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
フ
ル
コ
ー
ス
を
堪

能
し
な
が
ら
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
女
性
メ
ン
バ
ー
か
ら
大
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
年
齢
層
も
大
き
く
広
が
り
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
な
ど
も
交

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
会
の
中
で
は

ま
だ
ま
だ
「
若
手
」
で
あ
り
、
ま
た
仕

事
は
ビ
ー
ル
会
社
勤
務
で
あ
り
、
観
光

事
業
、
料
飲
事
業
に
は
深
く
関
わ
り
、

皆
様
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
や
は
り
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

立
場
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
者
が
会
長

を
お
引
受
け
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
す
ぐ
さ
ま
岡
田
会
長

に
お
電
話
し
、
辞
退
し
た
い
と
申
し
出

た
。
し
か
し
歴
代
会
長
、
諸
先
輩
の
御

推
薦
で
あ
り
、
幹
事
長
も
新
實
さ
ん
で

決
ま
っ
て
い
る
と
の
事
。
も
う
お
断
り

す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
事

を
、
漸
く
理
解
し
た
。
懇
親
パ
ー
テ
ィ

優
待
　
一
〇
、
五
〇
〇
円

（
一
泊
朝
食
付
税
・
サ
込
）

休
前
日
　
一
般
　
一
七
、
〇
〇
〇
円

優
待
　
一
四
、
〇
〇
〇
円

（
一
泊
朝
食
付
税
・
サ
込
）

◆
ご
予
約
の
際
、「
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
」

と
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
は
い
づ
れ
も
ツ
イ
ン
利
用
の
お

一
人
様
の
料
金
に
な
り
ま
す
。

◆
ス
パ
は
二
日
間
無
料
に
て
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他
、
シ
ン
グ
ル
利
用
、
ト
リ
プ

ル
利
用
二
食
付
の
プ
ラ
ン
等
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水

二
│
一
一
五
七
│
二

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】〇
四
六
│

八
四
一
│

二
二
〇
〇

【
Ｗ
ｅ
ｂ
】w

w
w
.kannon-kqh.co.jp

後
の
例
会
の
最
後
に
、
岡
田
会
長
よ
り

新
人
事
を
御
紹
介
い
た
だ
い
た
。
私
自

身
の
御
挨
拶
の
後
、
諸
先
輩
の
「
会
長

に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
お
祝
に
や
れ
」

（
？
）
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
、

久
し
ぶ
り
に
校
歌
斉
唱
の
リ
ー
ダ
ー
を

振
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
学
生
時
は

応
援
団
に
所
属
）。
来
春
、
卒
業
三
十

年
を
迎
え
る
が
、
や
は
り
自
分
は
ま
だ

ま
だ
「
若
手
」
な
の
だ
と
、
強
く
再
認

識
し
た
。

小
野
藤
太
郎
（
昭
和
五
十
四
年
経
営
卒
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
勤
務
）
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旅
行
宿
泊
部
会

第99号ｸﾗﾌﾞﾆｭｰｽ-五校  08.6.5 4:11 PM  ページ 1




